
シ
リ
ー
ズ

　
江
戸
時
代
の
長
い
鎖
国
の
間
、

日
本
は
世
界
史
の
大
き
な
潮
流
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
18
世
紀
に
イ
ン
ド
を
植
民
地
と

し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、さ
ら
に
東
ア

ジ
ア
の
制
海
権
を
確
保
す
る
た

め
、日
本
沿
岸
へ
の
出
没
が
相
次

ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る

「
い
ち
ご
も
お
い
し
か
っ
た
し
、
お
友
だ
ち
に

た
く
さ
ん
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」

　　

館
山
の
戦
争
遺
跡
②

　
　
幕
末
の
海
防 249

た
め
幕
府
は
、文
政
８

（
一
八
二
五
）年
、外
国

船
打
払
い
令
を
出
し
、

鎖
国
を
守
る
こ
と
を
目

的
に
、外
国
船
を
撃
退

し
よ
う
と
し
ま
す
。

　
東
京
湾
入
口
の
鏡
ケ

浦（
館
山
湾
）で
は
、天

保
13(

一
八
四
二)

年
に

年
の
日
米
和
親
条
約
に
よ
り
、下

田
・
箱
館
の
２
港
開
港
な
ど
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、安
政
５（
一
八
五
八
）

年
、日
米
修
好
通
商
条
約
の
締
結

に
よ
り
鎖
国
の
体
制
は
完
全
に

崩
れ
去
り
、嘉
永
６
年
に
岡
山
藩

の
担
当
に
替
わ
っ
た
館
山
周
辺

の
海
岸
警
備
の
体
制
も
、大
幅
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

お
し

海
岸
警
備
の
担
当
が
武
州
忍
藩

に
か
わ
り
、大
房
岬（
南
房
総
市

富
浦
町
）に
大
規
模
な
台
場
が
築

か
れ
ま
し
た
。弘
化
４（
一
八
四

七
）年
に
は
、北
条
の
鶴
ケ
谷
に

陣
屋
が
移
さ
れ
、北
条
海
岸
に
も

大
砲
が
据
え
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

館
山
藩
も
高
の
島
に
砲
台
を
設

置
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
ア
メ
リ
カ
は
、生
糸
と
茶

を
輸
入
す
る
た
め
中
国
と
の
貿
易

を
重
視
し
、ま
た
、北
太
平
洋
の
捕

鯨
船
の
た
め
の
寄
港
地
と
す
る
た

め
、日
本
の
鎖
国
が
大
き
な
障
害

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　　
市
で
は
昨
年
、
市
内
の
子
ど
も

と
子
育
て
家
庭
を
行
政
・
地
域
な

ど
社
会
全
体
で
応
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と

実
感
で
き
る
よ
う
、
平
成
21
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
計
画
「
館
山
市

次
世
代
育
成
支
援
計
画
・
た
て
や

ま
っ
子
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
今
年
度
か

ら
社
会
福
祉
課
内
に
子
育
て
支
援

室
を
設
置
し
、
育
児
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
活
動
を
支
援
し
、
催
し
な
ど

を
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
14
組
30
人
が
参
加
し

た
「
親
子
で
楽
し
む
い
ち
ご
の

日
」。
大
戸
で
い
ち
ご
狩
り
を
営

む
鈴
木
光
雄
さ
ん
の
好
意
で
、
営

業
の
終
了
し
た
ハ
ウ
ス
を
借
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
ち
び
っ
子
た
ち

は
「
お
い
し
い
」
と
い
ち
ご
を
食
べ

る
の
に
夢
中
。

　
終
了
後
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
移
動
し
、摘
み
取
っ
た
い
ち

ご
で
ジ
ャ
ム
作
り
。子
ど
も
た
ち
も

手
伝
っ
て
、持
参
の
ビ
ン
に
た
く
さ

ん
の
ジ
ャ
ム
を
詰
め
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
初
対
面
の
一
行
も
、同
年

代
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
た

ち
は
次
第
に
打
ち
解
け
、子
育
て
の

情
報
交
換
す
る
な
ど
会
話
も
弾
ん

で
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
多
く

の
仲
間
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。

「
い
ち
ご
が
お
い
し
か
っ
た
。
友
だ

ち
と
遊
べ
て
う
れ
し
い
」「
子
育
て

に
追
わ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
と
話

が
で
き
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

　
子
育
て
応
援
ク
ラ
ブ「
ま
ぁ
ぶ
る
」

　
自
身
も
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
集
ま
り
設
立
し
た
、子
育
て

中
の
親
子
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
。代
表
の
落
合
紀
代
美

さ
ん
は「
は
じ
め
て
の
企
画
で
み
ん

な
に
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
え
、う

れ
し
い
。こ
れ
か
ら
も
子
育
て
の
役

に
立
つ
企
画
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
の
で
、多
く
の
人
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い

ま
す
。

　
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
室
（
�

22
ー
３
４
９
６
）

　
嘉
永
６（
一
八
五
三
）年
、

ア
メ
リ
カ
の
戦
艦
４
隻

が
、ペ
リ
ー
に
率
い
ら
れ
、

対
岸
の
三
浦
半
島
の
浦
賀

に
入
港
し
ま
し
た
。い
わ

ゆ
る
黒
船
来
航
で
す
。幕

府
に
開
国
を
要
求
し
、翌

▲海陸御固絵図北条陣屋で使われていた陣鐘

市
立
博
物
館
の
休
館
日

６
月
５
日
、12
日
、19
日
、26
日

７
月
３
日
、10
日
、18
日
、24
日
、31
日

▲行事に参加した親子のみなさん

▲大房岬御台場図

市
民
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17
年
分
の
所
得
証
明
書
」を
取
り
寄

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
以
外
の
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、受
給
者
本
人
の
健

康
保
険
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、

支
給
対
象
児
が
小
学
６
年
生
ま
で

に
な
り
、所
得
制
限
も
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
す
る

児
童
の
保
護
者
は
、認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。９
月
30
日

ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限

り
、特
例
的
に
４
月
１
日（
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）に
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
�
22

―
３
４
９
６
）

　　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、６
月
中
に「
現
況
届
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
は
、児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
人
の
前
年
の
所
得
や
養

育
の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
も
の

で
、引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
届

出
で
す
。対
象
者
に
は
、個
別
に
通

知
し
ま
す
。

　
平
成
18
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は
、平
成
18
年
１
月
１
日

に
住
ん
で
い
た
市
町
村
か
ら「
平
成

　　
先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派

遣
さ
れ
、戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
・
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）

に
対
し
て
、内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
書
は
、市
社
会
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
・
請
求
書
送
付
先
／
〒

100
―
８
９
２
６
　
東
京
都
千
代
田

区
霞
ヶ
関
２
―
１
―
２
　
総
務
省

大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当（
�

03
―
５
２
５
３
―
５
１
８
２
）

　　
監
査
事
務
局
で
は
、定
期
監
査

と
財
政
援
助
団
体
監
査
を
行
い
、

そ
の
監
査
結
果
を
平
成
17
年
４

月
27
日
付
け
館
山
市
監
査
告
示

第
２
号
で
公
表
し
ま
し
た
。

　
監
査
結
果
は
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　
監
査
の
対
象
／【
定
期
監
査
】

経
済
環
境
部（
商
工
課
・
農
水
産

課
・
環
境
保
全
課
）、建
設
部（
建

設
課
・
都
市
計
画
課
・
下
水
道

課
）、港
湾
観
光
部（
観
光
立
市
推

進
課
・
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

局
、各
保
育
園
、各
幼
稚
園

　
監
査
方
法
／
各
所
管
の
財
務
に

関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
、予

算
お
よ
び
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基

づ
き
、そ
の
真
実
性
、妥
当
性
な
ど

を
調
査
す
る
と
と
も
に
、関
係
職

員
か
ら
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。

　
監
査
結
果
／
各
部
課
な
ど
の
予

算
執
行
は
お
お
む
ね
適
正
な
も
の

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、財
政

援
助
団
体
監
査
で
も
、お
お
む
ね

適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
、今
後

も
市
補
助
金
の
適
性
か
つ
効
率
的

な
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
監
査
事
務
局（
�
22

―
３
５
４
２
）

　

　清掃センターの工事に伴い、破砕処理を必要とす
る畳、木製家具、布団、草木などを処理することができ
ないため、これらの受入れを中止します。
　受入れ中止期間は、６月14日(水)から６月19日
(月)までです。破砕を必要としない普通の可燃ごみ
は、通常どおり受入れます。
　問合せ／市清掃センター（�23―3033）

可燃性大型ごみの受入れ中止

課
）、会
計
課
、農
業
委
員
会
事
務

局
、教
育
委
員
会（
庶
務
施
設
課
・

学
校
教
育
課
・
ス
ポ
ー
ツ
課
・
生
涯

学
習
課
・
博
物
館
・
図
書
館
・
中
央

公
民
館
・
市
立
の
各
幼
稚
園
）、市

民
福
祉
部（
市
立
の
各
保
育
園
）

【
財
政
援
助
団
体
監
査
】館
山
商
工

会
議
所
、館
山
観
光
ま
つ
り
実
行

委
員
会

　
監
査
委
員
／
宮
�
健
一
、小
沼

晃　
監
査
期
間
／
平
成
17
年
12
月
20

日
〜
平
成
18
年
３
月
17
日

　
監
査
場
所
／
館
山
市
監
査
事
務

今
後
も
適
正
な
予
算
執
行
を
要
望

定期
監査

　　
館
山
市
議
会
で
は
、６
月
定
例
会

か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本

会
議
の
生
中
継
を
開
始
し
ま
す
。

　
６
月
15
日（
木
）に
予
定
の
行

政
一
般
通
告
質
問
か
ら
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
議
会
事
務
局（
�
22

―
３
５
２
７
）

市
議
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継

▼
支
給
年
齢
が
拡
大

６
月
中
に
提
出
し
て 

児
童
手
当
の
現
況
届

　「
ご
み
指
定
袋
取
扱
店
」に
、次

の
店
舗
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
条
地
区
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
館
山
北
条
店

総
理
大
臣
が
書
状
を
贈
呈

客船「にっぽん丸」
　観光写真コンクール作品募集

横
浜
ま
で
の
館
山
市
民
ク
ル
ー
ズ
も
実
施

船上からの花火～横浜へ船旅

館山市民クルーズ

　　
３
月
に
引
き
続
き
、商
船
三
井

客
船
㈱
所
有
の
客
船「
に
っ
ぽ
ん

丸
」（
総
ト
ン
数
２
万
１
千
903
ｔ
、

船
客
定
員
532
名
）が
、８
月
８
日

（
火
）の
館
山
湾
花
火
大
会
当
日
、

館
山
湾
に
５
回
目
の
寄
港
を
し
ま

す
。花
火
大
会
へ
の
寄
港
も
４
回

目
を
数
え
、館
山
の「
夏
の
風
物

詩
」と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、館
山
湾
花
火
大
会
を

観
覧
す
る
ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ズ
。午
前
11
時
に
横
浜
港
を
出
港

し
、午
後
２
時
ご
ろ
鏡
ケ
浦
に
そ

の
美
し
い
姿
を
現
し
ま
す
。ク

ル
ー
ズ
を
主
催
す
る
商
船
三
井《申込み・問合せ》

鏡浦自動車（株）
コスモ観光（株）
（株）ジェットストリームトラベル

ナギレン観光
日東観光
房日観光
トラベルサポートちば
まもるトラベル
東京湾観光開発（株）

乗船受付
花火大会
館山停泊
館山出港
横浜下船

8月8日（火）

8月9日（水）

16:00
19:30
21:00
  6:00
10:00

�27－5311
�23－7353

�22－5930
�22－5796
�22－0113
�25－5552
�23－6786
�24－8510
�0439－65
　－1459

　
ま
た
、館
山
港
か
ら
乗
船
し
、船

か
ら
花
火
大
会
を
観
覧
し
た
後
、

９
日
早
朝
出
港
し
横
浜
ま
で
の
船

旅
を
楽
し
む
、「
館
山
市
民
ク
ル
ー

ズ
」も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。ク

ル
ー
ズ
の
日
程
や
申
込
み
は
、上

記
の
各
旅
行
事
業
所
ま
で
照
会
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
今
後
も
、客
船
・
帆
船
な

ど
多
様
な
船
舶
の
寄
港
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
推
進
す
る
、館
山
港
を

中
心
と
し
た「
海
辺
の
ま
ち
づ
く

り
」に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
課（
�
22
―
３
６
０
６
）

客
船
㈱
で
は「
船
上
か
ら
見
る
水

中
花
火
の
迫
力
は
圧
巻
で
、乗
客

か
ら
好
評
を
博
し
て
お
り
今
年
も

ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
」と
話

し
て
い
ま
す
。

にっぽん丸と水中花火（館山湾花火大会）

館山湾の夏の風物詩となった、「にっぽん丸」の館山湾
花火大会寄港を記念した写真コンクールを開催します。
応募規格／カラープリント四ツW四ツ（デジタル写真不可）
応募規定・締切／１人２点まで、８月３１日（木）必着
作品送付先／館山商工会議所内　客船等歓迎委員会事務局
　　　　　　〒294-8691　館山市八幡８２１
　　　　　　�２２－８３３０（直通）
その他／入賞作品の版権は主催者に帰属します。
※入選作品は、作品展示会や観光ＰＲなどに活用します。

昨年の写真コンクール入賞作品（安藤十三男さん）

昨年の写真コンクール

最優秀賞作品（吉田金造さん）

今
年
も
花
火
大
会
に

　
　
　
　
　「
に
っ
ぽ
ん
丸
」寄
港

お 知 ら せ

３ だん暖たてやま ２平成18年６月１日
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図書館だより⑫ 館山市図書館（�22－0701）

　
今
年
か
ら
、子
宮
が
ん
検
診
の

対
象
を
、20
歳
以
上
の
女
性
に
拡

げ
ま
し
た
。

　
子
宮
頚
が
ん
は
、20
歳
代
の
若

年
層
で
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
。頚
が
ん
は
、性
感
染
症
の
病
原

体
の
１
つ
で
あ
る「
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
」の
感
染
が
、発

が
ん
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
時
期
か
ら
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
時
／
①
７
月
８
日（
土
）午
前

　
女
性
は
、各
年
代
に
お
い
て

様
々
な
健
康
問
題
に
悩
ま
さ
れ
、

時
に
は
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、女
性
が
健
康
で
充
実
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に「
女
性
の
た

め
の
健
康
相
談
」を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
場
所
は
、安
房
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。相
談
は
無
料
で

す
が
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
女
性
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

　
相
談
内
容
／
更
年
期
症
状
に
関

専
門
医
に
よ
る

　
　
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

す
る
悩
み
、閉
経
後
の
体
の
こ
と
、

月
経
の
こ
と
な
ど
の
心
配
事
。

　
相
談
日
／
６
月
19
日
、８
月
21

日
、10
月
16
日
、12
月
18
日
、２
月

19
日（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

　
相
談
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◎
整
形
外
科
専
門
医
に
よ
る
健

康
相
談

　
相
談
内
容
／
骨
粗
し
ょ
う
症

や
関
節
痛
、腰
痛
な
ど
女
性
特
有

の
整
形
外
科
疾
患
の
相
談
。

　
相
談
日
／
７
月
21
日
、11
月
17

日
、３
月
16
日（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

　
相
談
時
間
／
午
後
１
時
〜
２
時

◎
泌
尿
器
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

　
相
談
内
容
／
尿
失
禁
予
防
や
症

状
の
こ
と
な
ど
、女
性
特
有
の
泌

尿
器
疾
患
の
相
談
。

　
相
談
日
／
９
月
20
日
、１
月
17

日（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

　
相
談
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

　
問
合
せ
・
予
約
／
安
房
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課

（
�
22
―
４
５
１
１
）

20
歳
以
上
が
対
象
　
子
宮
が
ん(

集
団)

検
診

９
時
か
ら
11
時
、午
後
１
時
か
ら
２

時
②
７
月
19
日（
水
）午
前
９
時
か

ら
11
時
、午
後
１
時
か
ら
１
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
６
月
１
日
現
在
20
歳
以

上
の
女
性

　
料
金
／
子
宮
頚
部
検
診
600
円
、

子
宮
頚
体
部
検
診
１
千
200
円
。生

活
保
護
世
帯
の
人（
証
明
書
が
必

要
）は
無
料
。

　
締
切
／
６
月
13
日（
火
）

　
問
合
せ･

申
込
／
健
康
課（
�
23

―
３
１
１
３
）

６月15日は県民の日　　施設の無料開放情報
　6月15日（木）は県民の日です。昭和58年に、県の人口が500万人を突破したのを記念して、昭和59年
に「県民の日」と定められました。
　県民の日にちなんで、市や県の施設が無料で開放されます。開放される施設は表のとおりです。予約など
の詳細は、直接、各施設へ問い合わせてください。

        施 設 名
市営弓道場
市営弓道遠的射場
市営市民運動場
市営温水プール
市営西岬市民体育館
市立博物館
県立安房博物館
館
山
運
動
公
園

野球場・少年野球場
テニスコート
体育館（アリーナ）

      所 在 地
北条402－2
出野尾547
正木4304－2
湊288－89
見物65
館山351－2
館山1564－1
藤原300

  連 絡 先
22－3696
22－3696
27－4220
22－5519
29－1370
23－5212
22－8608
28－1340

　　 時  間
  9:00～21:00
  9:00～17:00
  9:00～17:00
10:00～17:00
  9:00～21:00
  9:00～16:30
  9:00～16:30
  9:00～17:00
  9:00～22:00
  9:00～22:00

　　　　備　考
要予約、個人使用のみ
要予約、個人使用のみ
要予約、個人使用のみ
個人使用のみ
要予約（受付は月･水･金）

要予約、1団体2時間まで

共同利用のみ無料

市内民間施設の割引情報

海中観光船たてやま 29－1800 9:00～15:30波左間1009―10 　中学生以上1,250円、小学生650円

　
ほ
ら
、そ
こ
に
も
悪
質
商
法
⑤ 

送
り
付
け
商
法

　 

〜
注
文
し
て
い
な
い
の
に
商
品
が
届
き
、代
金
を
請
求
さ
れ
る
〜

問
合
せ
／
企
画
課
市
民
相
談
・
協
働

グ
ル
ー
プ（
�
22
―
３
１
４
２
）

▽図書館司書から今月のお勧め本
みちひろ

『暮らしに生かす旧暦ノート』　　鈴木充広　  河出書房新社

★晴れ、曇り、雨
天気･気象の本あれこれ

「天変地異のメカニズム」
　大宮信光　　かんき出版
「「NHKニュース　おはよう日本」
お天気歳時記」
　田代大輔　　日本放送出版協会
「季節の366日話題辞典」
　倉嶋　厚　　東京堂出版
「お天気おじさんへの道」
　泉麻　人　　講談社
「楽しい気象観察図鑑」
　武田康男　　草思社

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで】
千葉県消費者センター　�047-434-0999
相談時間9:30～16:00（土・日除く、12:00～13:00除く)
千葉県警察本部相談サポートコーナー　�043-227-9110
相談時間　8：30～17：15（土・日除く）
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　�22-3199
相談日　毎月第1・３木曜日　9：00～16：00

自
宅
に
雑
誌
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
。注
文
し
た
覚
え
が
な
い
し
、名

前
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
業
者
か
ら
だ
っ
た
の
で
、そ
の
ま
ま
放
置

し
て
い
る
と
、２
週
間
後
に
１
年
分
の
購
読
代
金
を
請
求
す
る
手
紙

が
届
い
た
。消
費
者
は
商
品
を
受
け
取
っ
た
以
上
、購
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
勘
違
い
し
、業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、代
金
の
支
払
い
を
し
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。送
ら
れ
て
く
る
の
は
本
や
名
簿
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
」

①
注
文
し
て
い
な
い
商
品
が
送
ら

れ
て
き
た
ら
、受
け
取
り
を
拒
否

す
る
。（
郵
便
・
宅
配
便
可
能
）

②
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、商

品
が
送
付
さ
れ
た
日
か
ら
14
日
間

ま
た
は
、業
者
に
商
品
の
引
き
取

り
を
請
求
し
た
場
合
は
、そ
の
請

求
日
か
ら
７
日
間
は
保
管
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

  

ま
た
、商
品
が
身
近
に
あ
る
こ

と
が
不
快
だ
っ
た
り
、後
日
の
ト

ラ
ブ
ル
が
心
配
だ
っ
た
ら
、料
金

着
払
い
で
業
者
に
返
送
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

③
代
金
を
支
払
う
と
注
文
し
て
い

な
く
て
も
、買
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。購
入
の
意
思
が

な
け
れ
ば
、
支
払
い
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

★６／19～７／３まで、特別整理期間のため休館
　館山市図書館では、６／19（月）より７／３（月）まで、特別整理期間のため
休館とさせていただきます。
  今回の特別整理期間では、図書館システムの入替および蔵書点検を行いま
す。新しい図書館システムの導入により更なる利便性を図るとともに、蔵書点
検を行うことでより使いやすい図書館作りを図っていきます。
  長期の休館となり、利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いいたします。この期間は移動図書館「わかしお号」の運行
も休みますので、スケジュールを5月15日号広報で確認ください。

６、７月のおはなし会
幼児向け   6/2、7/7
　　　　　(10:30から)
児童向け   6/3、10、17日　
（14:00から）7/8、15、22日

　　　　　          ６６６６６・・・・・７７７７７月月月月月ののののの休休休休休館館館館館日日日日日　
6/5、12、19～30
7/1～3、10、17、18、24、28、31

★開館時間延長のおしらせ
  ６月から10月の毎週木曜日および７／21から８／31の間、開館時間を
６時まで延長いたします（休館日を除く）。学校や仕事帰りなどのちょっと
した時間にもどうぞご利用下さい。

お 知 ら せ

5 だん暖たてやま 4平成18年６月１日

ぼうしゅ

　芒種、夏至といった二十四節気や、入梅、
はんげしょう

半夏生などの雑節は、四季の移り変わりを感じ
させてくれるもの。そしてこれらは、「暦」と深
く結びついています。「旧暦」「新暦」などといい
ますが、その違いはどこにあるか知っています
か？知っているようでよくわからない「旧暦」
について、また旧暦と深いかかわりを持つ月の
話など、暦についての話題が満載の一冊です。



　　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。入
居
を
希
望
す
る
人

は
、申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、６
月
30
日（
金
）ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
資
格
／
市
内
に
住
所
ま

市
営
住
宅
の
入
居
者

※家賃、敷金は今年度の入居者の最高金額と最低金額です。実際の
　家賃は、入居者ごとの世帯の収入で決定します。次年度以降の家
　賃も、前年中の所得に基づき入居者ごとに算定します。

た
は
勤
務
地
が
あ
り
、住
宅
に

困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

人
。収
入
が
基
準
以
内
で
、市
税
の

滞
納
が
な
い
人
。

　
入
居
時
期
／
８
月
上
旬（
予
定
）

　
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
施
設
係

（
�
22
―
３
６
１
０
）

　
市
体
育
指
導
委
員

連
絡
協
議
会
な
ど
で

は
、「
自
分
の
体
力
を

知
ろ
う
」と
反
復
横

と
び
や
上
体
起
こ
し

な
ど
の
種
目
を
行
う

「
市
民
体
力
・
運
動
能

力
測
定
会
」を
開
催

し
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
25
日

（
日
）午
前
８
時
30
分

集
合
、午
前
８
時
45

分
開
会
式
、午
前
９

時
測
定
開
始

　
場
所
／
船
形
小
体

育
館

　
参
加
資
格
／
小
学
生
以
上
の
健

康
な
人

　
種
目
／【
小
学
生
か
ら
64
歳
】握

力
、上
体
起
こ
し
、長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ

ン
、立
ち
幅
跳
び

【
65
歳
以
上
】握
力
、上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
、開
眼
片
足
立
ち
、10

ｍ
障
害
物
歩
行

　
参
加
費
／
１
人
100
円（
当
日
受

付
で
徴
収
）

　
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、飲
み
物
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、着
替
え
、体
育
館

用
シ
ュ
ー
ズ
、保
険
証
の
写
し

　
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に「
市
民

体
力
・
運
動
能
力
測
定
会
希
望
」

と
し
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。(

電
話
申
込
可)

　
締
切
／
６
月
12
日（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
〒
294
―
８
６

０
１ 

北
条
１
１
４
５
―
１ 

ス

ポ
ー
ツ
課（
�
22
―
３
６
９
６
）

市
民
体
力
・
運
動
能
力
測
定
会

住宅名 戸数 構　造 間取り 家　賃 敷　金

笠名

那古

真倉

1

1

1

7,000円
　～12,400円

21,000円
　～37,200円

17,300円
　～38,100円

51,900円
　～114,300円

64,800円
　～142,200円

21,600円
　～47,400円

場　所

館山海上技
術学校付近

海岸通り

城山付近

準耐火
２階建 2DK

3DK中層耐火
４階建

中層耐火
３階建 3DK

萱野 1 国分地内 準耐火
２階建 2DK

9,800円
　～19,600円

29,400円
　～58,800円

▼募集内容

フ
ラ
メ
ン
コ
に
親
し
も
う

　
　
　
　
　
　
親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

　　
　

　
全
国
学
生
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟

Ｏ
Ｇ
と
市
民
サ
ー
ク
ル
ヒ
ラ
ソ

ル
の
メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
な
り
、

親
子
の
た
め
の
フ
ラ
メ
ン
コ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
25
日
、７
月
９
、

自
分
の
体
力
年
齢
を
知
ろ
う
！

　　（
財
）土
屋
文
化
振
興
財
団
で

は
、伝
統
芸
能
や
音
楽
、演
劇
な

ど
の
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

個
人
や
団
体
に
助
成
金
を
支
給

し
、活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
対
象
／
個
人
は
、県
内
在

　海の日を記念して、北条海岸を会場に「ＯＷ
Ｓ ジャパンオープン2006館山」と「第10回館山
国際オープンウォータースイムレース」が開催
されます。

★第10回館山国際オープンウォータースイムレース

開催日時／7月17日（祝日）午前９時競技開始
競技種目／①個人の部（男女別1㎞、3㎞）：24才
以下、25～34才、35～44才、45～54才、55
～64才、65才以上の6区分　②リレーの部
（800m×4人）：4人の合計年齢が119才以
下、120～139才、140～159才、160～179
才、180～199才、200才以上の6区分。男女
混合可。
参加資格／定期的に練習し、エントリー種目を
完泳する能力がある人
申込方法／6月14日（水）までに、所定の用紙に
てEメールまたは郵送で申し込む。(必着、消
印有効)
申込金／①個人の部：1㎞5,000円、3㎞8,000
円（中高生は3,000円）②リレーの部：1チー
ム12,000円（中高生のチームは6,000円）
問合せ・申込／〒277―0054 柏市南増尾1―
2―1 柏洋スイマーズ内　千葉県水泳連盟マ
スターズ委員会（�04―7173―0410、
FAX04―7173―4552、Eメール：ows-
chiba@hakuyo-s.net）

★ＯＷＳ ジャパン・オープン2006館山

開催日時／7月16日（日）午前９時競技開始
競技種目／①個人の部（男女別10㎞）②リレー
の部（1㎞×4人、大学対抗男女別）
参加資格／2006年度(財)日本水泳連盟の競技
者登録完了者で、ＯＷＳ競技10㎞以上の完泳
実績がある人。団体（チーム）も同様に、団体
登録が完了していること。
申込方法／6月30日(金)までに、所定の用紙に
　申込金の受領書のコピーを添えて大会本
部に申し込む。（必着、消印有効）
申込金／①個人の部：10,000円　②リレーの
部：1チーム12,000円
問合せ・申込／大会本部：〒150―8050 東京都
渋谷区神南1―1―1 岸記念体育会館内

（財）日本水泳連盟（�03―3481―2306、HP
アドレスhttp://www.swim.or.jp/）

　　
外
国
人
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
と

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
外
国
の
こ
と
を
勉
強
し
た
り
、

料
理
に
挑
戦
し
な
が
ら
、外
国
の

文
化
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
日
程
／
７
月
８
日（
土
）〜
９
日

（
日
）１
泊
２
日

　
場
所
／
清
和
県
民
の
森
ロ
ッ
ジ

住
か
、活
動
の
場
が
県
内
で
あ
る

こ
と
。団
体
は
、責
任
者
及
び
団
体

構
成
員
の
半
数
以
上
が
県
内
在
住

か
、活
動
の
場
が
県
内
で
、か
つ
３

年
以
上
活
動
し
て
い
る
こ
と
。個

人
、団
体
と
も
事
業
の
会
計
、経
理

が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

　
助
成
分
野
／
基
礎
医
学
、伝
統

芸
能
・
技
芸
、音
楽
・
演
劇
、絵
画
・

工
芸
・
彫
刻
、ス
ポ
ー
ツ
。

　
助
成
金
／
１
件
100
万
円
以
内

　
応
募
方
法
／
８
月
１
日
ま
で
に

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
応
募
先
ま
で
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
271
―
０

０
９
２
　
松
戸
市
松
戸
１
２
８
１

（
財
）土
屋
文
化
振
興
財
団（
�
047

―
364
―
３
６
８
９
）

外
国
の
文
化
に
触
れ
て
み
よ
う

　
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
国
際
キ
ャ
ン
プ

文
化
活
動
に
助
成
金
の
支
援

オープンウォータースイムレースを開催

▲昨年の国際キャンプ

村（
君
津
市
）

　
対
象
／
小
学
５
・
６
年
生

　
定
員
／
20
人（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
／
は
が
き
に
、国
際

キ
ャ
ン
プ
参
加
希
望
の
旨
と
住
所
、

氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、保
護
者
氏

名
、電
話
番
号
、学
校
名
、学
年
を
記

入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
６
月
19
日（
月
）必
着

　
参
加
費
／
１
千
800
円
程
度（
傷

害
保
険
料
含
む
）

※
６
月
26
日(

月)

午
後
４
時
か

ら
、保
護
者
同
伴
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
問
合
せ
・
申
込
／
〒
294
―
８
６

０
１ 

北
条
１
１
４
５
―
１ 

企
画

課
国
際
交
流
担
当(

�
22
―
３
１

４
７)

30
日
、８
月
６
日（
全
４
回
）い
ず

れ
も
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か

ら
２
時
30
分
ま
で

　
場
所
／
北
条
小
プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
受
講
料
／
無
料

　
定
員
／
親
子
な
ど
20
組

　
対
象
／
幼
稚
園
・
保
育
園
児
〜

小
学
生

※
服
装
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
、靴

は
子
ど
も
は
上
履
き
、大
人
は
底
の

や
わ
ら
か
い
靴（
ス
ニ
ー
カ
ー
可
）

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
方
法
／
①
代
表
者
の
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
、②
参
加
希

望
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢（
学
年
）・

性
別
を
、Ｅ
メ
ー
ル

（esperanz@
aw
a.or.jp

）

ま
た
は
電
話
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
申
込
／
エ
ス
ペ
ラ
ン

サ
館
山
事
務
局
　
小
滝（
�
090
―

１
１
２
０
―
７
５
３
９
）　

募 集
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もっと得する

　　
職
種
／
プ
ー
ル
監
視
員
兼
作

業
員

　
期
間
／
６
月
28
日
〜
９
月
３

日　
募
集
人
員
／
若
干
名

　
資
格
／
100
メ
ー
ト
ル
以
上
の

泳
力
が
あ
る
人

　
年
齢
／
18
歳（
高
校
生
不
可
）

　　
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、明
る

い
選
挙
の
推
進
に
役
立
つ
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

◎
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
内
容
／
明
る
い
選
挙
の
推
進

を
表
す
も
の
。

　
資
格
／
自
由（
た
だ
し
、１
人

１
点
と
し
自
作
の
も
の
）

　
画
材
／
描
画
材
料
は
自
由

　
サ
イ
ズ
／
45
㎝
×
30
㎝
の
も
の

か
ら
55
㎝
×
40
㎝
の
も
の
ま
で
。

　
注
意
／
作
品
の
裏
側
右
下
に

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

を
記
入
す
る
。

◎
標
語
の
部

　
内
容
／
き
れ
い
な
選
挙
の
推

　　
今
年
度
の
自
衛
官
２
等
陸
士
、

２
等
海
士
、２
等
空
士
を
募
集
し

ま
す
。

　
募
集
期
間
や
隊
別
の
採
用
予

定
人
数
な
ど
は
表
の
と
お
り
で

す
。

　
男
子
の
志
願
受
付
は
、各
募
集

自
衛
官
２
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集

期
間
前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
募
集
内
容
／
表
の
と
お
り

　
応
募
資
格
／
採
用
予
定
月（
表

中
採
用
時
期
を
参
照
）の
１
日
現

在
で
満
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、中
学

校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有

し
、欠
格
要
件
が
な
い
人
。

　
試
験
時
期
／
志
願
受
付
時
に
指

定
。

　
試
験
種
目
／
筆
記
試
験（
国
語
、

数
学
、社
会
及
び
作
文
）、口
述
試

験
、適
正
検
査
、身
体
検
査
。

　
問
合
せ
／
自
衛
隊
千
葉
地
方
連

絡
部
館
山
募
集
事
務
所（
�
22
―

０
３
８
５
）

▼自衛官の募集内容

※採用予定人数は、実施段階で変更になる場合があります。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

進
を
表
す
も
の
、棄
権
防
止
の
呼

び
か
け
を
表
す
も
の
。

　
資
格
／
小
学
生
、中
・
高
校
生
、

一
般（
た
だ
し
、１
人
２
点
以
内
と

し
自
作
の
も
の
）

　
字
数
／
20
字
以
内

　
注
意
／
適
当
な
大
き
さ
の
短
冊

１
枚
に
つ
き
１
点
を
記
入
。作
品

の
左
側
に
、児
童
・
生
徒
は
市
町
村

名
、学
校
名
、学
年
、氏
名（
ふ
り
が

な
）を
、一
般
は
住
所
、氏
名（
ふ
り

が
な
）、年
齢
を
記
入
す
る
。

　
各
部
門
の
審
査
／
市
選
挙
管
理

委
員
会
・
県
選
挙
管
理
委
員
会
及

び
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
審

査
し
、優
秀
作
品
を
選
出
し
ま
す
。

な
お
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。ま
た
、入
賞
作
品
の
版
権
は
主

催
者
に
属
し
、作
品
は
自
由
に
使

用
し
ま
す
。そ
の
際
、作
成
者
の
市

町
村
名
、学
校
名
、学
年
、氏
名
を

公
表
し
ま
す
。

　
締
切
／
ポ
ス
タ
ー
、標
語
と
も

９
月
８
日（
金
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
市
選
挙
管

理
委
員
会（
�
22
―
３
５
２
３
）

以
上
30
歳
未
満

　
賃
金
／
時
給
915
円

　
勤
務
時
間
／
午
前
６
時
30
分
〜

午
後
７
時
15
分
の
う
ち
８
時
間
で

週
40
時
間
以
内

　
締
切
／
６
月
20
日（
火
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
ス
ポ
ー
ツ
課

（
�
22
―
３
６
９
６
）

市
営
50
ｍ
プ
ー
ル（
宮
城
）の
監
視
員

募集期間募集期 隊別 採用予定人数 採用時期

第2次 7/1～9/30

10/1～12/31

1/1～3/31

8/1～9/8

陸自

海自

空自

海自

空自

陸自

海自

空自

陸自

海自

空自

288

258

262

100

80

4,474

900

1,400

500

80

148

7～9月

10～12月

平成19年1～4月

平成19年3～4月

第3次

第4次

第2次

男
　
　
　
子

女
　
子

『ごちそうさま　おはしを　
ブラシに　持ちかえる』　

   歯や口の健康を保つことは、食事や会話を楽しむなど、
豊かな人生を送る基礎となるものです。
　歯を失う主な原因は、むし歯や歯周病です。歯周病は単
なる口の病気ではなく、全身の病気（心臓病、糖尿病、肺炎
など）と深い関係があります。また、喫煙する人や糖尿病
の人、ストレスを受けている人などは歯周病になりやす
いといわれ、早めの予防が大切です。
問合せ／健康課(保健センター)　�23ー3113　

歯や口の健康を
口腔保健週間　６月４日（日）～６月10日(土)

『８０２０運動―80歳になっても、20本以上自
分の歯を保つこと』を達成し、健康で豊かな生活
を目指しましょう。

予防には
・歯みがきに加え、デンタルフロスなどを使って歯と歯
ぐきの手入れを習慣化することが重要です。

歯垢のたまりやすいところ
　歯と歯の間、歯と歯ぐきの境目、奥歯のかみ合わせ

歯のお手入れの道具
◆歯ブラシによる歯垢（プラーク）コントロール
　毛先をきちんとあて、軽く小刻
みに動かす。
◆デンタルフロス
　歯ブラシが通らない、歯と歯の
間に付着している歯垢をかき出す。
◆歯間ブラシ
　歯と歯の間で少しすき間のある
ところなどに通す。

　   在宅で無料の歯科検診が可能
　高齢者の口腔ケアは、誤えん性肺炎を予防します。
　そしゃく力が落ちたり、口の中でもぐもぐしてむせ
たりしているうちに、飲み込むタイミングがずれてし
まう「誤えん」を引き起こします。食べたあとにむせる、
咳や痰が出る、食事に時間がかかる、声が変化する、発
熱を繰り返す…などの症状が出たら、誤えん性肺炎が
疑われます。症状のある人は、まず専門医へ受診を、ま
た、在宅での歯科検診も開催します。

対象：体が不自由なために歯科医院を受診できない人。
年齢不問。（総入れ歯でも口腔ケアは必要です）
スタッフ：歯科医師と歯科衛生士、保健師
検診内容：口腔内の検診や義歯の調整、応急処置、ブ
ラッシングなど
検診日：平成18年6月15日、7月20日、9月21日、11月
16日、平成19年1月18日　各木曜日
申込み：健康課まで

 

「
南
総
里
見
八
犬
伝
」の
物
語
を
、語
り
を
中
心
に
音
楽
と
踊
り
で
綴
り
ま

す
。２
部
は「
安
房
」を
テ
ー
マ
と
し
た
ジ
ャ
ズ
組
曲
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

公
演
日
時
／
平
成
18
年
６
月
24
日（
土
）　
15
時
開
演
　

会
場
／
千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演
目
・
出
演
者
／<

１
部>

　
南
総
里
見
八
犬
伝
　
伏
姫
と
八
房
　  

語
り

／
柴
山
ゆ
き
え    <

２
部>

　
ジ
ャ
ズ
組
曲
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
　
大
原
保
人
ス
ー

パ
ー
ト
リ
オ
＋
竹
内
直
、脚
本
・
演
出
／
高
岡
良
樹

入
場
料
金
／
全
席
自
由
一
般
４
千
円
、学
生
３
千
円
、親
子
ペ
ア
６
千
円

主
催
／（
財
）
千
葉
県
文
化
振
興
財
団    

共
催
／
千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー

ル（
ケ
イ
ミ
ッ
ク
ス
・
東
京
舞
台
照
明
・
文
化
放
送
開
発
セ
ン
タ
ー
共
同
事
業
体
）

　　　公民館講座参加者を募集
館野地区公民館を会場に講座を開催します。
◎漢方入門
　日時／６月14日（水）午前10時～正午
　講師／海老原由江氏
　参加費／500円
　持ち物／筆記用具
　定員／20人
◎染色を楽しむ（全２回）
　日時／６月16・23日（金）午後１時～３時
　講師／佐生慶子氏
　持ち物／エプロン、ゴム手袋、
　　　　　にぎりバサミ（和バサミ）
　参加費／1,000円
　定員／20人
　問合せ・申込／館野地区公民館
（月・水・金の午前9時～午後5時�23－6480）

舞台で八犬伝を語る

語
り
と
ジ
ャ
ズ「
南
総
の
風
」

後
援
／
千
葉
県
、館
山
市
教

育
委
員
会
、東
日
本
旅
客
鉄

道（
株
）千
葉
支
社

協
力
／（
株
）ベ
ル
・
ヴ
ォ
ア

問
合
せ
／（
財
）千
葉
県
文

化
振
興
財
団（
�
043
―
222
―

０
０
７
７
）　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

募 集
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